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その２　ここに紹介する「よみがえった かぼちゃじま」及び「かぼちゃ島物語」はいずれも「かぼちゃ人類学入門」（川原田
徹/作・福音館書店発行）という絵本をもとに作られたものです。

　　よみがえった、かぼちゃじま　　　　　　　　　　劇の台本より
　小学校で先生をされている、添田紀恵さんから、学校行事で作成されたオリジナル劇の台本を写真、感想とともに投稿していただき
ました。
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保護者の感想より　　　　　　劇　かぼちゃ島を見て

　まずバックの幕に掲げてあったかぼちゃ島は、とても色合いがよく塗りこんであり（こどもたちと一緒に作られたそうです
が）とてもきれいでした。また、それぞれの場面で出てくる、いろんな道具も、こどもらしさが出ていて、とてもよかったで
す。
　劇の内容についてですが、消費は美徳と呼ばれる時代がありましたが、現在ではゴミ処理の問題が浮かび上がってき
ています。産業の発達、文明の発達によって、人間はいろいろなものを開発し、生活は向上し便利になりました。しかしそ
の反面、人間が作り出された産物の処理の仕方によって地球が破壊されていると思います、
　たとえば、ビニールやカラーコピーなどが低温度で燃焼することによって、ダイオキシンが発生します。その煙を吸うこと
によって体が蝕まれます。人間がよかれと思って作り出したものによって、環境が破壊され、ひいては人類破滅にまで及
ぶかもしれません。
　また人間が作り出したものを大切にしていない現状もあると思います。お金さえ出せばなんでも手に入る世の中、まだ
使えるものでも、気に入らないと捨てる。自然の恵みとともに作り出したものを、もっと大切にしなくてはならないと思いま
す。かぼちゃ島の劇の中でありましたが、寒いときには、すぐにストーブをつけるのではなく、服をいっぱいきて寒さをしの
いだり、スーパーに行ったときでも、マイバックを持って行けば、無駄にビニールを使わなくても良いのです。一人ひとりの
こころがけによって、無駄を省くことができます。私も今年はストーブをなるべくつけないで、服で調整しようと思っていま
す。
　またスーパーに行くと、レジの所でこどもが「おかあさん、マイバック持ってきた？」といつも訊きます。「ああ、そうだった」
と思うのですが、ついつい忘れてしまいます。気をつけなくてはと思っています。
　それらが大きな力となってクリーンな世の中になっていくと思います。
　日常の生活の中でそういうことを認識し、環境問題を意識した生活をすることが、今現在、必要だと思います。
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